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5 人姉弟、9 人家庭で育ちました。祖父と父は別室で食事。兄だけはお頭付きの

魚。母は朝早くから、夜は和裁をするなど働き詰めの生活。祖母とのあつれきもあ
ったようで、幼い私たちを連れて実家に帰ることがありました。母は幸せなのか。
女性も経済的に自立しないと離婚は出来ないと、子どもながらに性差を意識した最
初でした。 
 佐倉市の歴史民俗博物館の「性差（ジェンダー）の日本史」という企画展示を友
人たちと見に行く機会がありました。 今回の膨大な展示資料に消化不良を起こし
たまま帰宅しましたが、心に残ったことを書いてみます。 
 「古代」卑弥呼の時代には性差はなく、律令制とか明治政府など近代化していく
過程で、女性が排除され、男性は権力を得、女性は性の対象として商品化されたこ
とを知り、衝撃を受けました。 
 それ以降、男は仕事、女は家事、育児に。つまり、良妻賢母を求め続けられまし
た。しかし、農業や紡績産業を支えたのは圧倒的多数の女性だったそうです。 
         ようやく、戦後になって「男女同一賃金」が提起され、女性の 

地位向上の運動が進みました。GHQ から派遣された女性の尽 
力や労働省婦人局で働いた女性たちの働きで。 

         さて現在はどうか。女子社員はお茶汲みと言われた時代は終わ 
りましたが、非正規雇用が多く、セクハラを訴えると誹謗中傷

される現実。女性議員は圧倒的に少数。まだまだ課題が山積しています。でも、世
界的にみたら、新型コロナのパンデミックで苦しんでいる中、スウェーデンや台湾
といった女性のリーダーの国では感染拡大を抑え込んでいるではありませんか。
「命が一番大事」とぶれることがないからだと思います。浦安市でも家庭を持った
女性議員が活躍し続けているではないですか。 
 女性は男性より劣るということは決してないと希望が持てます。 
 若い人たちには、違う性を認め合いながら、家庭や社会を変えていって欲しいと
夢を託します。（堀江在住：K.I） 
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コロナ禍「見える市政・身近な市政・みんなの市政」実現へ！今年もがんばってまいります！ 

        年末の生活相談の中で、中学生のいる生活保護世帯で就学援助を受け
ていても、修学旅行や卒業アルバムなどの積立金を学校に月々1 万円納め
るため、家計を圧迫していることがわかりました。 
就学援助は憲法２６条、教育基本法４条、そして学校教育法１９条

で「市町村は必要な援助を与えなければならない」と定めています。 
これまで、就学援助制度の拡充と改善をみなさんと共に取り組み、

議会でも求め、給食費の支払いの免除や入学準備金を入学前に支給されるように改善して
きました。今後は、積立金を納め、行事終了後に実費分が支給される仕組みから、積
立しなくても良い仕組みに改善する必要があります。 
市民団体の要請や日本共産党のとりくみに応え、12月 22日に厚生労働省はホームペ

ージ上で積極的な広報を始めました。ホームページには「生活保護を申請したい方へ」
という題名で「生活保護の申請は国民の権利です。生活保護を必要とする可能 
性はどなたにもあるものですので、ためらわずにご相談ください」と掲載し、相談先 
の全国の福祉事務所の一覧や「持ち家がある人でも申請できます」など生 
活保護に関する「よくある誤解」の解説も載せています。 

#生活保護は権利 今年も改善を求めていきます。 


